
６川健高事第１３９０号  
令和６年８月２７日  

 
市内介護保険事業者各位 

 
川崎市健康福祉局高齢者事業推進課長  

 
外国人介護人材雇用支援事業におけるインターンシップ生受入法人の募集について 

 
 日頃から本市の高齢者福祉施策に御理解、御協力を賜り、深く御礼申し上げます。 
 さて、本市において、介護人材不足の解消を目的として実施している「外国人介護人材雇

用支援事業」の中で、ベトナムの大学と覚書を締結し、当該大学の看護学生をインターンシ

ップとして受入れを予定しております。卒業後は、特定技能制度で再入国する予定です。 
 つきましては、以下のとおり受入法人を募集いたしますので、内容をご確認いただき、受

入を希望する場合は、御応募ください。皆様の積極的な御応募をお待ちしております。 
 
１ インターンシップ生の入国日（予定） 
  令和７年２月 17 日（月） 
 
２ インターンシップ生の人数（予定） 
  ６～８名（ベトナムから来日） 
 
３ 募集法人数 
  若干数 ※選定した法人数で６～８名を割り振ります。 
 
４ 応募方法 
  別添の申込書を御記入の上、以下アドレスまでメールでご提出ください。 

 送付先：川崎市国際介護人材サポートセンター（運営委託会社：株式会社シグマスタッフ） 
 担 当：松岡、土屋 
 e-mail：kokusai-kaigo@sigma-staff.co.jp 

  ※本事業は、川崎市から株式会社シグマスタッフに委託し実施しています。 

 

５ 応募、選考のスケジュール 

（応募期間）９月２日（月）～10月 10 日（木） 

（面 接 会）10 月 31 日（木）予定 

（結果通知）11 月 8 日（金）予定 
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６ その他 

・ 参考として、今回のインターンシップ生受入に関する資料を掲載しています。御検討の

際に必要に応じてご参照ください。 

・ 現時点で、特定技能制度においては、「訪問系サービスの事業所」は対象外であること

から、本募集についても、訪問系サービスは対象外としています。 

 

７ 本件についての問合せ先 

 川崎市国際介護人材サポートセンター（運営委託会社：株式会社シグマスタッフ） 

 担当：松岡、土屋 

 電話：０４４－７８９－５５４６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康福祉局高齢者事業推進課 塩原担当 

電 話 ０４４－２００－２６５２   

ＦＡＸ ０４４－２００－３９２６   

メール 40kosui@city.kawasaki.jp   
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令和６年度川崎市外国人介護人材雇用支援事業 

令和 6 年 8 月●日 

ベトナムからのインターンシップ事業概要 

川崎市国際介護人材サポートセンター 

（受託運営：株式会社シグマスタッフ） 

 

１ 目的 

介護人材不足の解消を目的に、ベトナムの大学と協定を結び、特定活動（インターンシップ

生として受け入れをし、卒業後に特定技能生をして雇用に結びつけることを目的とします。 

※本事業の詳細については、別紙「海外インターンシップ事業について」を御覧ください。 

 

２ 対象者 

  国立タイグエン医療短期大学３年制看護学生 ３年生 

  ※日本語試験（国際交流基金日本語基礎テスト又は日本語能力試験Ｎ４以上）合格者 

 

３ 受け入れ人数 

  ６名～８名 

 

４ 受入期間（予定） 

  令和７年２月 17 日（月）～６月 30日（月） 

※最初の２週間は、川崎市国際介護人材サポートセンターで研修等を実施します。 

※インターンシップ修了時、６月 27 日（金）に成果発表会を行います。 

※受入時期は、多少前後する場合がありますので、ご了承ください。 

 

５ インターンシップ実施時間 

  16 単位（１単位 45分） 全 720 時間、全 90 日 

 

６ 受入機関 

（１）適正な介護保険サービス提供事業所の指定を受けていること 

（２）過去５年以内に労働法違反がないこと 

  ※訪問系サービスにおける業務は対象外 

 

７ 受入費用 

インターンシップ生の研修（就業）に対する時間給（社会保険料、交通費等を含む）。 

また、インターンシップ生に支払う給与は、神奈川県の最低賃金を基準とする。 

 （概算給与）  時給 1,162 円×720 時間   計 836,640 円 

   （概算保険料等）  22,520 円／月×４か月  計 90,080 円 

                       概算合計 926,720 円 

※インターンシップ実施期間中の住まいは、原則として、川崎市国際介護人材サポートセンタ

ーで準備します。 
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８ 応募方法 

別添の申込書を御記入の上、以下のアドレスまでメールでご提出ください。 

送付先：川崎市国際介護人材サポートセンター（運営委託会社：株式会社シグマスタッフ） 

  担 当：松岡、土屋 

  E-mail：kokusai-kaigo@sigma-staff.co.jp 

  ※本事業は、川崎市から株式会社シグマスタッフに委託し実施しています。 

 

９ 応募、選考のスケジュール 

（応募期間）９月２日（月）～10月 10 日（木） 

（面 接 会）10 月 31 日（木）予定 

（結果通知）11 月 8 日（金）予定 

 

10 本件についての問合せ先 

  川崎市国際介護人材サポートセンター（運営委託会社：株式会社シグマスタッフ） 

  担当：松岡、土屋 

  電話：０４４－７８９－５５４６ 
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川
崎
市
外
国
人
介
護
人
材
雇
用
支
援
事
業
に
お
け
る

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て

20
24
年
8月

16
日

＊
20
24
年
2月
、
ベ
ト
ナ
ム
国
よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
第
1期

生
写
真
＊
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【
参
加
要
件
】

・
大
学
が
認
可
を
受
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
行
う
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
行
っ
た
時
間
数
が
、
単
位
に
な
り
ま
す
︕

・
大
学
の
推
薦
を
受
け
た
学
生
の
み
が
、
参
加
で
き
ま
す
。

・
特
定
活
動
9号

に
該
当
し
ま
す
。

1

１
．
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は

外
国
の
大
学
の
学
生
が
、
教
育
課
程
の
一
部
と
し
て
、

①
当
該
大
学
と
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
先
（
施
設
等
）
と
の
契
約
に
基
づ
き

②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
先
か
ら
報
酬
を
受
け
て

③
1年

を
超
え
な
い
期
間
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
先
の
業
務
に
従
事
す
る
活
動
で
す
。
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2

２
．
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
受
入
ス
キ
ー
ム

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

ま
た
は

ベ
ト
ナ
ム
国

看
護
課
程
大
学

現
地
国

日
本
語
教
育
機
関

業
務
委
託
契
約

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
事
業
に
関
す
る
覚
書

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
＋
入
管
申
請

事
業
委
託

日
本
語
教
育
（
N4
)

帰
国
＋
卒
業

実
施
機
関

川
崎
市
内

介
護
事
業
者

株
式
会
社

シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ

覚
書
（
M
O
U)

川
崎
市

“特
定
技
能
”と
し
て
再
入
国

手
続
き
支
援
等

20
23
年
5月

、
川
崎
市
は
新
た
に
ベ
ト
ナ
ム
国
の
大
学
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
事
業
に
関
す
る
覚
書

を
締
結
し
ま
し
た
。
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3

３
．
協
定
先

【
国
立
ダ
イ
グ
エ
ン
医
療
短
期
大
学
】

・
19
96
年
12
月
26
日

専
門
学
校
設
立

・
20
06
年
11
月
6日

大
学
に
格
上

・
TN
U-
UM
Pは
現
在
、
15
00
人
の
学
部
生
と
30
0人

の
大
学
院
生
の
登

録
規
模
/年
で
、
5つ

の
学
部
分
野
、
2つ

の
博
士
号
分
野
、
4つ

の
修
士

分
野
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
II
の
3つ

の
分
野
、
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
ド
ク
タ
ー
Iの
13
の
分
野
、
お
よ
び
レ
ジ
デ
ン
ト
ド
ド
ク
タ
ー
の
2

つ
の
分
野
を
提
供
し
て
い
る
。

ht
tp

s:
//

yo
ut

u.
be

/n
Jt

V_
Kw

rv
5w
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4

４
．
実
施
メ
リ
ッ
ト

マ
ッ
チ
ン
グ

就
業
の
準
備

雇
用
の
準
備

お
互
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぎ
、
長
期
安
定
就
業
に
繋
が
る
︕

学
生
側
の
メ
リ
ッ
ト

受
入
先
施
設
側
の
メ
リ
ッ
ト

・
海
外
で
働
く
チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ
る
。

・
専
門
的
な
介
護
業
務
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
日
本
語
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と

が
出
来
る
。

・
長
期
的
に
日
本
で
就
労
す
る
際
の
就
業
先
（
候
補
）
の
介

護
事
業
所
の
生
き
た
情
報
を
受
け
ら
れ
る
。

・
受
入
期
間
中
に
複
数
の
施
設
（
同
一
法
人
内
で
、
転
居
を
伴

わ
な
い
範
囲
内
）
に
て
就
業
が
で
き
る
た
め
、
適
性
を
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
良
質
な
人
材
を
大
学
在
籍
の
間
に
選
考
し
、
雇
用
に
向
け
た

早
期
採
用
が
期
待
出
来
る
。

・
研
修
生
と
い
う
名
目
で
外
国
人
人
材
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ

と
で
、
社
内
の
意
識
改
革
や
体
制
整
備
の
準
備
を
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
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5

５
．
受
入
先
の
条
件

１
．
適
切
な
運
営
を
し
て
い
る
こ
と

過
去
5年

以
内
に
労
働
法
違
反
が
な
い
か
︖

２
．
日
本
人
と
同
様
に
適
切
な
処
遇
を
確
保
し
、
日
本
人
労
働
者
の
処
遇
・
労
働
環
境
の
改
善
の
努

力
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

労
働
基
準
法
、
最
低
賃
金
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
ほ
か
、
妊
娠
・
出
産
等
に
よ
る
不
利
益
取
扱
い
を
禁
止
し
て
い
る
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
や
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
定
め
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
を
義
務
付
け
る
労

働
施
策
総
合
推
進
法
等

な
ど
全
て
の
労
働
に
関
す
る
法
令
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

３
．
適
切
な
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
な
ど
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、

地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
施
設
と
し
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
が
対
象
。

４
．
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
内
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と

「
お
泊
り
デ
イ
」
な
ど
、
自
主
事
業
に
つ
い
て
は
対
象
外
。

５
．
訪
問
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
業
務
は
対
象
外
。
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

に
お
け
る
、
そ
れ
以
外
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
は
可
能
。
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20
25
年

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

学
生

川
崎

20
24
年

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

学
生

川
崎

6

６
．
受
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①

入
管

申
請

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

特
定
技
能
受
験

雇
用
先
決
定

特
定
技
能

入
国

入
国

卒
業日
本
語

検
定
受
験

発 表 会

一 次 面 接 会

日
本
語
研
修
・
参
加
者
の
募
集 実
施
先
施
設

の
募
集

【
概
要
】

・
3年

生
対
象

20
25
年
8月

卒
業
予
定

・
16
単
位
（
1単

位
45
時
間
）

18
週
間
（
全
90
日
）

・
6〜

8名
予
定

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
特
定
技
能
と
し
て
再
入
国
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ

4か
月
間

卒
業
認
定

特
定
技
能

入
管
申
請

卒
業

特
定
技
能

再
入
国

施 設 面 接 会

卒
業
式

入
管
申
請
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7

６
．
受
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

②
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ST
EP １

9月
2日

（
月
）
〜

10
月
10
（
木
）
予
定

受
入
れ
希
望
事
業
所
の
受
付
及
び
選
考

応
募
多
数
の
場
合
に
は
、
川
崎
市
と
協
議
の
う
え
、
受
入
れ
先
施
設
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

ST
EP ２

10
月
8日

（
火
）
予
定

一
次
面
接
会
（
w
eb
）

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
大
学
で
、
対
象
者
の
選
考
と
一
次
人
選
を
行
い
ま
す
。

ST
EP ３

10
月
31
日
（
木
）
予
定

施
設
面
接
会
（
w
eb
）

対
象
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
会
を
行
い
ま
す
。

ST
EP ４

11
月
下
旬

研
修
計
画
書
、
申
請
書
類
作
成

受
入
対
象
者
決
定
後
、
必
要
書
類
を
ご
準
備
い
た
だ
き
、
申
請
書
類
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

ST
EP ５

12
月
中
旬

入
管
庁
へ
申
請

申
請
書
類
一
式
を
弊
社
で
受
領
し
、
入
管
庁
へ
提
出
し
ま
す
。

ST
EP ６

1月
下
旬

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

入
国
後
の
流
れ
と
実
施
内
容
に
つ
い
て
、
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ST
EP ７

2月
上
旬

入
管
庁
の
許
可

入
管
庁
の
許
可
後
、
出
国
手
続
き
（
航
空
券
の
手
配
等
）
を
行
い
ま
す
。

ST
EP ８

2月
下
旬
予
定

入
国

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
研
修
等
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
で
の
実
習
を
開
始
し
ま
す
。
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8

６
．
受
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

③
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
特
定
技
能
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ST
EP １

2月
下
旬
予
定

入
国

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
研
修
等
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
で
の
実
習
を
開
始
し
ま
す
。

ST
EP ２

4月
下
旬

就
業
及
び
受
入
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
、
及
び
受
入
先
施
設
に
、
特
定
技
能
の
就
業
及
び
受
入
希
望
に
つ
い
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
ま
す
。

ST
EP ３

5月
下
旬

面
接
会

特
定
技
能
と
し
て
就
業
希
望
者
と
、
受
入
希
望
施
設
と
、
面
接
会
を
実
施
し
ま
す
。

ST
EP ４

6月
上
旬

雇
用
決
定
、
内
定

双
方
雇
用
の
合
意
が
取
れ
ま
し
た
ら
、
雇
用
契
約
を
締
結
し
、
入
管
申
請
書
類
の
準
備
を
し
ま
す
。

ST
EP ５

6月
下
旬

帰
国

4か
月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
後
、
帰
国
し
ま
す
。

ST
EP ６

９
月
上
旬

卒
業
認
定
後
、
入
管
庁
の
申
請

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
終
了
し
、
卒
業
見
込
証
明
書
を
取
得
し
た
ら
、
入
管
申
請
を
行
い
ま
す
。

ST
EP ７

１
１
月
中
旬

入
管
庁
の
許
可

入
管
庁
の
許
可
後
、
出
国
手
続
き
（
航
空
券
の
手
配
等
）
を
行
い
ま
す
。

ST
EP ８

１
２
月
上
旬

入
国

特
定
技
能
と
し
て
施
設
で
の
就
業
を
開
始
し
ま
す
。
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７
．
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
評
価
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
活
用
し
た
『
人
材
育
成
』
は
、
『
日
本
に
お
け
る
就
業
場
所
の
提
供
』
に
繋
が
り
、
“海
外

の
優
秀
な
看
護
学
生
”を
、
長
期
安
定
的
に
川
崎
市
内
の
事
業
所
で
雇
用
す
る
好
循
環
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

人
材
育
成
＝
単
位
認
定
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中
の
習
得
度
評
価
を
お
願
い
し
ま
す
。

＜
研
修
計
画
書
（
例
）
＞

＜
評
価
シ
ー
ト
（
例
）
＞

大
学
と
セ
ン
タ
ー
で

研
修
計
画
書
を
作
成

施
設
ご
と

評
価
シ
ー
ト
を
作
成

評
価
シ
ー
ト
の
項
目

に
沿
っ
て
実
習

履
修
日
の
記
入
と

評
価
者
サ
イ
ン
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８
．
受
入
費
用
等

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
入
れ
に
係
る
諸
手
続
費
用
、
研
修
費
用
、
住
宅
費
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
で
負
担
す
る
こ
と
で
、
本
人
負

担
と
事
業
所
様
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
が
施
設
で
研
修
（
就
業
）
す
る
時
間
に
対
し
て
時
間
給
を
お
支
払
い
い
た
だ

き
、
法
律
上
、
社
会
保
険
料
等
、
交
通
費
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
近
く
（
武
蔵
新
城
）
に
寮
を
借
り
、
共
同
生
活
を
す
る
こ
と
で
、
住
居
費
用
を

抑
え
る
と
と
も
に
、
共
同
生
活
を
通
し
て
日
本
で
の
生
活
を
学
び
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
に
支
払
う
給
与
は
、
神
奈
川
県
の
最
低
賃
金
を
基
準
と
し
ま
す
。

（
実
施
日
の
基
準
に
準
ず
る
）
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外
国
人
人
材
と
共
に
働
く
楽
し
さ
・
素
晴
ら
し
さ

異
な
る
文
化
や
背
景
を
持
つ
人
と
の
交
流
は
、

私
た
ち
の
「
価
値
観
」
や
「
世
界
観
」
を
広
げ
て
く
れ
ま
す

外
国
人
に
仕
事
を
教
え
る
こ
と
で
、

日
本
人
職
員
の
ス
キ
ル
も
上
が
り
ま
す

組
織
全
体
が
活
性
化
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
原
動
力
に
な
り
ま
す

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
け
入
れ
を
通
し
て
、
“職
場
の
活
性
化
”を
図
り
、

職
員
か
ら
も
利
用
者
か
ら
も
喜
ば
れ
る
介
護
施
設
を
作
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
︖
︖
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第 2 期 ベトナム国におけるインターンシップ生受入れにかかる申込書 
 

法人名  

事業所名  

サービス 
種類名 

 

本件の担当者 
および連絡先 

担当者名： 
連絡先 ：  

 
※申込書（本紙）提出後、川崎市国際介護人材サポートセンターの担当者より詳細のご説

明をさせていただきます。 
 
問１． 外国籍人材の雇用状況についてお聞かせください。（複数回答可） 
□ 技能実習生を受け入れしている 
□ 特定技能生を雇用している 
□ 留学生を雇用している 
□ 在日外国人（永住者、定住者、家族滞在等）を雇用している 
□ 雇用予定（入国または入社待ちなど） 
□ 雇用していない 
 
問２． ベトナム人の受入実績についてお聞かせください。 
□ 雇用実績あり 
□ 雇用実績なし 

 
問３．受入れ機関の要件として、下記を全て満たしている必要があります。確認し、☑を

お願いします。 
□ 適切な運営をしていること（過去 5 年以内に労働法違反がないこと） 
□ 日本人と同様に適切な処遇を確保し、日本人労働者の処遇・労働環境の改善の努力が

損なわれないようにすること 
□ 適切な指定を受けていること（介護保険サービスの範囲内の業務に従事すること） 
□ 訪問業務を行っていないこと（指定小規模多機能型居宅介護・指定介護予防小規模多

機能型居宅介護における、それ以外の業務に従事することは可能） 
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問４． インターンシップ生の受入希望人数をお聞かせください。 
□ 1 名 
□ 2 名 
□ 検討中 
 
問５． インターンシップ終了後、特定技能としての受入希望をお聞かせください。 
□ 1 名雇用したい 
□ 2 名雇用したい 
□ 雇用したいが、人数は検討中 
□ 雇用するかどうか検討中 

 
問６．外国籍人材の方を受入れるに際し、具体的に進めている準備、受入体制等、受入れ

にあたり、アピールポイントと思われる点を以下にご記入ください。（自由記述） 
※ 研修プログラムや職員のフォローアップ体制等、できるかぎり具体的に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問７．今回、インターンシップ生の受入を希望する動機を教えてください。（自由記述） 
（参加の動機） ※ 人材不足を補うために等、できる限り具体的に 
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令和 6 年 8 月●日 
 

ベトナム看護学生インターンシップ生の受入法人の選定について 
 
 

川崎市国際介護人材サポートセンター 
 
 
【選定条件】 

①  特定技能制度における受入れ機関としての要件を満たしていること 
→ 別紙資料 P10 記載 5 項目 

②  インターンシップ事業の趣旨を理解していること 
→ 「労働」ではなく、「教育・研修・就労体験」であることを理解し、大学とインタ

ーンシップ生受入に関する契約を締結すること 
③ 当該事業への参加実績 
→ 当該事業説明会への参加実績及び相談実績のある法人 

 
（その他） 
⇒ 上記選定条件以外に、以下の点も考慮するものとする。 

④ サービス種別のバランスを考慮 
⑤ エリアバランスを考慮 
⑥ 過去にインターンシップ生の受入を実施（希望）している法人以外を優先 
⑦ 特定技能の受入により人員不足の緩和が期待できる法人 
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